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研究分野：整数論 
科研費の分科・細目：数学・代数学 
キーワード：多重ゼータ関数、多重 L関数 
 
１．研究計画の概要 
近年急速に進展しつつある多重ゼータ関数
の理論に対して、解析的な手法やルート系の
理論などの幅広い方法論を援用し、多重ゼー
タ関数の族が持つ基本的な構造を解明する
と共に、整数論的な問題への応用をはかる。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究計画において主軸的な役割を果たす
概念はルート系のゼータ関数である。特にそ
の理論に関して、大きな進歩がなされつつあ
る。そしてその研究は、より基本的な対象で
ある Euler-Zagier 型の多重ゼータ関数の研
究にも重要なフィードバックをもたらし始
めている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
現在までの主要な成果はもっぱら、ルート系
のゼータ関数の理論の基礎工事とでも言え
る内容であって、その解析接続と特異点の位
置の研究、Mellin-Barnes 積分表示に基づく
帰納的構造の発見、Dynkin 図形による帰納
構造の解釈、いくつかの具体例における関数
関係式の証明、Weyl 群の対称性に起因する
特殊値の関係式や明示公式、さらには付随す
るルート系の Bernoulli 数、Bernoulli 多項
式の導入とその基本的な性質の解明、などの
成果が得られた。また特に二重ゼータ関数の
場合には、関数等式の理論が Eisenstein 型
の級数や指標付きの場合へと一般化され、ま
たある種の超平面上では美しい対称的な形
の関数等式になることも発見できた。 
 
 

４．今後の研究の推進方策 
上述したような基礎的な成果を土台として、
その更なる発展と応用を目指す、ということ
になるが、既にいくつかの有望な方向性が見
えており、部分的には成果も出始めているの
で、こうした研究方向を推進していくことに
なろう。具体的に述べると、Euler-Zagier 型
の多重ゼータ関数をルート系のゼータ関数
の特殊な場合と見なすことによって、
Euler-Zagier 多重ゼータ関数の理論への新
知見をもたらすことが期待できる。この方向
ではシャッフル積の理論への寄与や、新しい
タイプの関数関係式の発見などの成果が既
に得られつつある。またルート系のゼータ関
数自体を、一般の（単連結とは限らない）コ
ンパクト Lie 群に付随する格子のゼータ関
数に拡張することで、合同条件付きのゼータ
関数など、より広範囲の多重級数を研究対象
として理論を展開することができるように
なることが期待される。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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